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2024年10月30日（水）　　　　　　　　　　　　　司会・記録: 

	松村
	斎藤
	蕨野
	西舘
	藤田
	佐々木（結）
	大井
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· 出席者は記録者が印を付ける。
＜全体連絡＞
・疾患別診療計画書2024年4月分・7月分の作成・アップロードを各自進めて下さい。
・疾患別診療計画書10月分作成お願いします。
・新規利用開始後の評価/目標設定の仕組み、指示箋更新、下駄箱の管理等を整理していく。

・長期間欠席している利用者様に対して、状況確認を行ってください。
・青陽館便り等で大量に郵便を出す場合、以下の手順で依頼してください。

①郵便物の準備

②①の部数を確認しメモする

③郵便内容物（封筒に入れたもの）を1部準備（郵便局へ提出するため）

④①と②のメモ、③を経理へ持参

⑤経理で、①に「料金後納」のスタンプを押す（スタンプは経理にあります）

⑥経理で郵便局へ集荷依頼をする

※⑤まで郵便を出される方に行って頂き、経理では集荷依頼のみ致します。

・HPへの記事掲載依頼について

今後WIZメールにて掲載依頼する際には、TO：情報システム委員会 北向委員長
　CC：情報システム委員会（田高さん、長濱さん、白川AOM）で依頼メール送信しましょう。
※依頼者はデータを指定のフォルダに保存して下さい。

2024年度情報システム管理委員会→ホームページ関連→Ｒ6．○月記事
・2月26日から新たに、インシデントレポート（レベル0）を手書きにて提出となります。発生時には記載し提出お願いします。書式は事故報告のフォルダに保管しています。
・インフルエンザ予防接種について　
現在11/6（水）の実施で検討中。
＜利用者様情報＞
デイケア
・成田　峻様　　～本人から欠席の連絡を受けているが、精神不調の為暫く休みたいと話し詳細については語ろうとせず。そのままデイケアを辞めたいと希望が聞かれるため、理由を確認するが話そうとせず、「しばらく休んで様子を見ます」と話されている。
・片山　由稀様　～1回目の体験利用実施。他利用者様から話しかけられ、積極的に質問しており適度に交流を持ちながら過ごし表情穏やか。自宅ではインターネットを使用して動画視聴するか寝て過ごしてしまうため、生活リズムを整えながら、他者交流を持つ機会を設けていきたいと希望が聞かれている。3回/週ショートケアを希望。次回11/1（金）午後の体験希望をされている。
・吉田　衣吹様　～母様同行で本日2回目の体験利用実施している。プログラムは興味があるとの事でパソコン教室に参加。ワードの打ち込みを行うが、誤字脱字なく打ち込む事が出来ている。終始緊張している様子であったが、打ち込み作業は集中して取り組む事が出来ている。本人様からは集団のより、個別で行うプログラムの方が自分には合っていると聞かれている。次回の体験利用日については後日母様から連絡を頂く事としている。
・山下　幸子様　～R6.5.31当院退院。日中の生活リズム確立を目的とした活動場所として、R6.6.3よりデイケア利用開始。利用開始時には他者からの話しかけに、情報の処理が追い付かない様子見られており、自分の特徴として過度な情報には追い付けない事を伝えたうえで、上手く対処出来ており徐々に環境にも慣れた様子が見られていた。環境に慣れた頃から自身の重い通りにならない事への不満が増え、訪問看護の訪問時間やスタッフを指名出来ない事でイライラを訴えR68.31訪問看護五福の利用を終了。R6.9月頃より他者と比較して悲観的となる事や、希死的発言が聞かれるが都度相談対応にて落ち着いていた。10月にGHの管理者変更に伴い、金銭管理方法が変更となったことで不安感を訴える機会が増え、デイケア利用に対しても疲労感を訴え家事動作や身体保清行動が取れない事を理由に時折欠席が見られていたが、自身の能力に対しては自己評価が高く他利用者様への他罰的な発言が聞かれていた。各関係機関へ希死念慮を訴え連絡を入れる事を繰り返しており、10月28日のデイケアにて他利用者様との関係に不満を訴え、同日夜間に希死念慮を訴え翌29日には衝動的に自傷行為に至る場面がありGHスタッフが介入。自傷行為のリスクが高い状態でこれ以上のGHでの入所継続は困難であり、本人からも入院の希望が聞かれたことからR6.10.30青南病院へ入院。入院に伴いデイケア利用中止となる。
ショートケア
・
デイナイトケア

・鈴木 真知子様～運動療法開始前「寒気がするから運動休みたい。」との事で腋窩にて体温測定実施するが36.7℃。静養室利用の希望あり30分程度休養している。その後、作業療法は参加しており、体調確認を行うと「さっきよりはいいよ。」との事。午後の運動療法開始前にも不調の訴えあり。詳細を尋ねるが「なんだか具合が悪い。」と話し、静養室利用希望しているが、午前も使用していること振り返っているが曖昧な返答をしている。
・繁名 和恵様～運動療法プログラムの合い間に「ミラクル赤ちゃんが指を差してくるから痛いの。イライラする。」と訴えており、幻聴であると本人様は話しているが指で身体を押される感覚があり痛みがあるのだと言う。本人希望でホリゾン1錠服用し休息を取っている。その後のプログラムは休まず取り組む事が出来ている。
